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①国際協力に関する事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 国際協力に関する事業・青少年育成に関する事業として、従来と同様にフィリピン「子どもの家」の支援
と同地を拠点としたワークキャンプとスタディツアー、ハッピーキャンプを開催することができました。 
 フィリピンキャンプのプログラムについては、「子どもの家」への影響を考慮し、従来より子どもたちとの
交流を大幅に減らすことが提案され実施した。今後、青少年の育成を図るワークキャププログラムとしての
視点と、福祉施設におけるよりふさわしい活動という視点から、フィリピンでのプログラム全体をさらに改
善していく必要があります。 
 また、20 年度に現地法人として認可を受け正式に発足した �$�' �' �. �w�Ä�À�•�ˆ に CFF ジャパンとしても力
を尽くしました。キャンプやツアーの協働開催の他、日本事務局では CFFM の事務業務を一部担当し、また
資金的にも現地の土地購入に備え費用を出資しました。マレーシアで行った４回のワークキャンプと１回の
スタディツアーに計 70 名の日本人参加者を得たことよって、CFFM の事業が本格的に始動、「子どもの家」
の建設の前段階となる道の舗装や周辺設備の建築を行うに至りました。ただし、フィリピンプログラムの参
加者は前年度比約 20 名の減少となり、CFF 全体としての広報力の充実、ないしは、各地でのプログラムが
共生できるような事業運営の仕組みづくりが急務です。 
 上記のような国際協力事業を行った 20 年度は、フィリピン、マレーシアでの事業に対し、���X�w�§�	�•�€

�C�›�M�h�i �V�‡�`�h 。キャンプツアーの参加者や日本で活動する青年たちの他、マレーシアへのたくさんの
ご寄付や、フィリピンでの台風被災復興やローズの病気治療、フィリピン人スタッフの来日研修へのご寄付、
フィリピン青年への奨学金支援やチャイルドケアサポーターの方々による子どもたちへの継続的なご支援等、
CFF としてそうした方々に対し心からの感謝や報告を丁寧にお伝えし、将来につげていきたいと考えていま
す。 
 
 
②開発教育に関する事業 
 
 
 
 
 開発教育に関する事業として、日本国内では、ワークキャンプ・スタディツアー事前・事後研修と、リー
ダーシップトレーニング（「CFF よりみち大学」）を行いました。 
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 事前研修は、開催するキャンプ・ツアー数が増えたことによって研修も増設したことに加え、また関西で
も西日本からの参加者を対象にフォローアップの研修を開催するようになったため、実施回数が前年度より
も増加しました。関西での研修は、関西チームによる初の試みということもあり試行的で規模も小さいもの
でしたが、今後の展開を期待したいものです。 
 一方で、前年度より「よりみち大学」という企画名で行っているリーダーシップトレーニングの開催回数
は、残念ながら減らすこととなりました。春期は企画主導を担当している事務局（渡辺）の都合で開催でき
なかったこと、また、秋期は CFFP 職員（グロリア）の来日研修の活動でその機会がつくれなかったことが
主な理由です。18 年度以降、それまでの反省に基づき、事務局主導でリーダーシップトレーニングを行って
きましたが、再度、理事会や活動メンバーに企画担当を分担する方向性も、今後検討したいと思います。 
 
 
③社会教育に関する事業 
 
 
 
 

  
 社会教育に関する事業として、フィリピンとマレーシアにおいて、スタディツアーを開催しました。 
 フィリピン第 16 回スタディツアーでは、CFFP スタッフの協力を得ながら、渡辺がディレクターを初担当
し、ディレクター・トレーニングとして学びを深めました。 
 また、マレーシアで初の開催となった第一回スタディツアーでは、CFFM の安部ディレクターのサポート
もと、サンダカンの戦争記念館（資料館）に説明文の日本語訳パネルを寄贈する活動をプログラム内で行い
ました。 
両ツアーとも「平和」や「幸福」を基軸として現地の社会や人々から学び合うよいツアーになったようです。 
 
 
④啓蒙活動に関する事業 
 
 
 
 
 

 
 前年度までと同様、青年活動の主導によって、国際協力イベントや地域イベントへの出展を行いました。
20 年度は、大阪でも大型の国際協力イベント「ワンワールド・フェスティバル」に CFF として関西チーム
が初めて出展し、地域的な幅も広がりがみられました。イベントやフリーマーケットで得た収益は、事業収
入や寄付金として CFF の運営に貢献しています。 
 フェアトレードに関しては、秋頃、CFFP を通じてスアルの女性グループから手作り商品の買い付け販売
の打診が来ています。フェアトレードチームの今後の活動に期待します。 
 
 
⑤調査研究に関する事業 
 

 
 
佐藤理事の協力で、フィリピンでは 20 年度も水質調査を行うことができました。依然として問題ないとの

こと。21 年度はマレーシアでも土地のわき水が利用可能かどうか、調査を行う予定です。 
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⑥その他、取り組みについての追記事項 
 
（１）青年主催活動について 
 20 年度は、下記のような青年活動チーム（国内チーム）が活動を展開した。 

 
各チーム、やりたい活動を自主的に行っていますが、以下のような課題が見受けられます。 
 
・ 10～12 チームがそれぞれ別々に活動しており、チーム間の情報共有や連携がうまくできておらず、
全体の力が分散している。 

・ 多くのチームが、「人材不足」や「後継者引継ぎ」の課題に喘いでいる様子。 
・ チームによっては、本来的な目的意識を見失っていたり、モチベーションの維持共有ができずにいる。 
・ 上のような理由で、活動していても一部の人たちに“負担”が偏り、疲労感が伺える。 
・ マレーシアに参加したメンバーたちは、既存のこうしたチーム（主にフィリピン参加者が発足させた）
に、参加しにくい様子。（CFF は「一つ」だよね！みんなでがんばりましょう。） 

・ かつてあった「教育」や「平和」などをテーマにした社会ついて考えたり訴えたりする活動が少なく
なってきている。キャンプやツアーの中で得た気づきや問題意識をつなげられてない感がある。 

 
  活動の意義や歓びを感じながら活動に取り組める工夫が組織の課題�q�`�o �z�0�f�U 
ž�A です。 
 
 
（２）スタッフやインターンについて 
 ６月、日本より CFF フィリピンへ、２名のインターン（石井丈士さん／町田祥太さん）を送りました。
石井さんは、夏期のワークキャンプにおいて、アシスタントディレクター業務を勤めるなど、積極的な活
動を行っており、また、町田さんもソーシャルワーカーの勉強として、子どもたちの生活を助けています。 
 またマレーシアにボランティアスタッフとして派遣した太田和真実さんについても、献身的に業務を補
佐してくれたとのこと。今春には帰国予定ですが、現地での学びや培ったものを、今後も活かしていける
ような支援を行いたいと考えています。 
 一方、日本事務局では、２月より非常勤職員が中島学さんから堀口早苗さんに交替、事務局業務を担当
しました。次世代に安定して引き継いでいくために、ディレクター養成、事務局スタッフの育成は、来年
度以降も引き続き急務です。 
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